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近年、物流の国際化、交通網の発達により、ヒトと物の移動はより広域・高速化

され、７２時間以内に世界中ほとんどの地域に移動できるようになりました。また

地球温暖化に伴う感染症媒介生物の生息域の拡大なども加え、感染症問題は、今後

ますます拡大、複雑化することが予想されます。いつ、いかなる国においても安全

とはいえず、さらなる警戒を強めていく必要があります。 

 

今年は、リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックにおいても問題になっ

た、ジカウイルス感染症に代表される蚊媒介性感染症対策の強化が求められ、当セ

ンターにおいても発生時に緊急かつ正確に対応できるように準備を進めてきたと

ころであります。 

 

感染症発生動向調査事業は、さまざまな感染症対策を的確に行うにあたって大変

重要なものであります。実施主体である当保健製薬環境センターが果たす役割はま

すます重責になってくると考えています。今後も状況の変化に応じ、迅速かつ的確

な調査と情報提供を行えるよう、感染症情報センターと検査部門との連携のもと、

業務推進に鋭意努力してまいります。 

 

このたび、平成２７年における徳島県の感染症情報をとりまとめ、年報を作成し

ましたので、感染症対策の資料としてご活用いただければ幸いです。 

なお、この事業の実施にあたりましては、県内各医師会、定点医療機関をはじめ

とする関係者のご協力を頂いております。この場を借りて深く感謝いたします。 

 

 

                          平成２８年１１月 

徳島県立保健製薬環境センター 

（徳島県感染症情報センター） 

所長 久米 哲也 
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